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「憲法を教育に生かす西東京の会」

東
京
都
教
育
委
員
会
は
７
月
２６
日
、
都
立
田
無
工
業
高
校

（西
東
京
市
）
の
生
徒
を
対
象
に
、
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯

地

（練
馬
区
ほ
か
）
で
の
２
泊
３
日
の
防
災
宿
泊
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
問
題
で
、
西
東
京
市
の
教
職
員
や
市
民

で
つ
く
る

「憲
法
を
教
育
に
生
か
す
西
東
京
の
会
」
が
２５

日
、
同
高
校
長
に
訓
練
の
中
止
を
緊
急
に
申
し
入
れ
ま
し

た
。
申
し
入
れ
に
参
加
し
た
同
会
事
務
局
長
で
元
公
立
中
学

教
師
の
西
田
昭
司
さ
ん

（６６
）
に
聞
き
ま
し
た
。

都
教
委
の
計
画
を
新
聞
記
事
　
い
う
の
は
初
め
て
聞
く
話
で
、

で
知
っ
た
の
は
、
２５
日
の
朝
で
　
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。

す
。
都
立
高
校
が
生
徒
に
自
衛
　
　
自
衛
隊
は
、
災
害
時
に
現
地

隊
の
駐
屯
地
で
訓
練
さ
せ
る
と
　
へ
赴
く
場
合
に
は

「派
遣
」
と

十
西田 昭司

さ
んGD

組
織
しこ1

言
い
ま
す
ね
。
消
防
署
の
よ
う

に
、
防
災
を
主
任
務
と
し
た
組

織
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
質

は
、
イ
ギ
リ
ス
と
肩
を
並
べ
る

世
界
第

５
位

の
軍
事
費

の
も

と
、
軍
事
を
基
本
任
務
と
し
た

武
装
組
織
で
あ
り
、
外
国
か
ら

は
軍
隊
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま

す
“教
育

の
場

に
身

を

置
く
者

が
、
軍
事
訓
練
を
行
う
組
織
の

駐
屯
地

へ
高
校
生
を
連
れ
て
行

き
訓
練
さ
せ
る
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
こ

と
で
あ
り
、
い
く
ら
保
護
者
の

同
意
を
得
た
と
し
て
も
非
常
に

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
か
ら

「自
衛
隊
以
外
と
連
携

す
る
選
択
肢
は
な
い
の
か
」
と

同
校
長
に
た
だ
し
、
訓
練
の
中

止
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

朝
霞
駐
屯
地
で
の
訓
練
は
非

公
開
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
だ

っ
た
か
は
把
握
で
き
て
い
ま
せ

ん
。問

題
の
背
景
に
は
、
自
衛
隊

の
教
育
活
用
を
掲
げ
た
石
原
前

鍮
躊
勧
縮
姉
鶏
嘲
凛
卸
増
に
数

り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
都
立

の
各
高
校
で
ヽ
校
長
の
権
限
が

強
ま
る
よ
う
管
理
運
営
規
定
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
の
意

向
を
受
け
た
校
長
が
、
職
員
会

議
を
経
ず
に
方
針
を
決
定
で
き

る
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
、
教
職

員
の
意
見
が
反
映
さ
れ
な
い
状

況
で
す
。

現
在
、
安
倍
自
公
政
権
は
憲

法
を
変
え
て

「国
防
軍
」
を
創

設
し
よ
う
と
言
っ
て
い
ま
す
。

「防
災
」
な
ど
人
の
た
め
に
な

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
自
衛

隊
の
駐
屯
地
で
生
徒
を
訓
練
さ

せ
る
取
り
組
み
が
、
い
つ
の
間

に
か

「若
者
を
自
衛
隊
で
鍛
え

直
す
」
と
い
う
形
に
変
化
し
な

い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

今
後
は

「会
」
と
し
て
朝
霞

駐
屯
地
で
の
訓
練
の
内
容
を
明

ら
か
に
さ
せ
る
と
と
も
に
、
近

隣
地
域
の
労
働
組
合
や
市
民
と

共
同
し
て
、
来
年
度
以
降
の
実

施
を
食
い
止
め
た
い
と
考
え
て
・

い
ま
す
。
　
　
（山
本
健
二
）
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